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   In the areas affected by the 2011 Great East Japan Earthquake, the reality of the disaster and its lessons have been 
disseminated. In order to realize effective disaster transmission at Disaster Memorial Facilities, it is important to 
understand the actual viewing behavior of visitors and behavior change for disaster risk reduction to improve the display 
and viewing methods at the facilities. The purpose of this study is to develop a method using indoor positioning 
technology with BLE beacons (M’s Tracking method) for visitors to Disaster Memorial Facilities and to clarify their 
actual viewing behavior and needs.  
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１．はじめに
東日本大震災の被災地には，2024 年 6 月時点で 342 件

の震災伝承施設が登録されており，震災の実態と教訓が

発信されている 1）．震災伝承施設の定義は，東日本大震

災から得られた実情と教訓を伝承する施設のうち， 1）
災害の教訓が理解できるもの，2）災害時の防災に貢献で

きるもの，3）災害の恐怖や自然の畏怖を理解できるもの，

4）災害における歴史的・学術的価値があるもの，5）そ

の他（災害の実情や教訓の伝承と認められるもの）のい

ずれかの項目に該当する施設のことである 1）．震災伝承

施設は 3 つに分類されており，上述の項目のいずれか一

つにあてはまる施設を第 1 分類，公共交通機関等の利便

性が高い，近隣に有料又は無料の駐車場がある等，来訪

者が訪問しやすい施設を第 2 分類，第 2 分類の条件を満

たし，案内員の配置や語り部活動等，来訪者の理解しや

すさに配慮している施設を第 3 分類としている．第 3 分

類の施設は 67 施設となっている． 
震災伝承施設の学習効果の研究はいくつか存在するが，

どのような展示で来館者にどのような反応・学習効果が

あるのかは明らかになっていない．これまで渡邉ら 2）は，

被災地への来訪者を対象にインターネット調査を行い，

2020 年 1 月時点で震災伝承施設（第 3 分類）に登録済の

46 施設を，来訪者の訪問目的と防災行動変容効果によっ

て 4 つに類型化した．これにより，学習目的の来訪者が

少ないものの，防災行動変容への効果が高い施設がある

ことが示された．しかし，そのような施設のどのような

展示や見学方法をとったことが効果的であったのかは明

らかになっていない．亀岡 3）は，国内外の来館者研究を

レビューして，来館者と展示の相互作用を「（知識や経

験を蓄積する）認知的な視点」と「（感情や動機づけな

どの）情意的な視点」で整理している．震災伝承施設に

おいて，この認知的な相互作用と情意的な相互作用がそ

の後の行動変容にどのような影響を与えるのかは明らか

になっていない．ここで，特に震災伝承施設において認

知的な視点とは「どの展示をどのくらいの時間をかけて

見学したのか（滞在時間・インプット）」に対応し，情

意的な視点とは「各展示において，どのような反応があ

ったのか（感情・感想）に対応すると考えられる．」

これは，現在の震災伝承施設や博物館における来館者

研究では，主に出口調査と屋内測位技術を用いた調査の

2 つが用いられていることに起因すると考えられる．こ

れまで多く行われている出口調査では質問紙見学直後に

行うことで，来館者の属性や見学後の知識・態度変容を

測定することができる．一方，従来の調査では，追跡調

査を行っておらず，行動変容への効果を測定することが

できていない．Kirchberg & Trondle4）は，博物館を対象に

した来館者研究をレビューし，訪問前と訪問後の体験に

関する訪問者の考察を測定するだけでなく，その体験が

発生している間に測定する研究が必要であることおよび

多角的な測定（multi-methods Analysis）の可能性を指摘

している．屋内測位技術を用いた調査では，来館者の動

線・滞在時間を測定することができる．既往研究でも，

BLE ビーコンを用いて来館者の各展示への滞在時間を測

定している例 5, 6）がある．その一方，個々の来館者の反

応・効果は測定することができず，どのような来館者が

どういう観覧行動を行い，どのような反応があったのか

は測定することができない．現在の震災伝承施設におい

ても，出口に設置したアンケートや感想カードから来館

者の満足度や感想を取得するものや，人感センターや入

場券の枚数，団体客数から来館者数を取得する手法が実
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施されている．

そこで，本研究は，来館中の反応・行動と行動変容の

両方を測定・分析する手法として，屋内測位技術と複数

回の質問調査を組み合わせる手法（M’s Tracking法）を提

案する．これによって，来館者の実態や学習効果に与え

る影響を詳細に明らかにし，施設の展示・見学・運営方

法の改善をすることが期待される．本稿は，M’s Tracking
法の概要および東日本大震災の震災伝承施設の来館者を

対象に開発・試行した事例を報告することを目的とし，

まずは来館者の観覧行動の実態やニーズを明らかにする

ための一次分析を行うことを目的とする．行動変容への

効果については今後の課題とする．

２．提案手法：M’s Tracking法 
本研究で提案する M’s Tracking 法は，屋内測位技術と

複数回の質問紙調査を組み合わせて実施する来館者研究

の手法である．M’s Tracking法という名称は本手法が博物

館 に お い て （ Museum ） ，複数の手法 を 用 い て

（Multimode），複数のフェーズにおいて（Multistage），

行動変容（Behavior Modification）を追跡する（Tracking）
手法であることからこのように命名した．本提案手法は，

来館者の見学前・見学中・見学直後，見学から 3 ヶ月後

の複数の時点において，質問紙調査と屋内測位技術の複

数の方式を用いることで，来館者の見学中の行動・反応

および見学後の行動変容を追跡して観測する．

ここからは，本手法の 3 つの要点に沿って，本手法の

詳細を説明する．

1） 各展示スポットの滞在時間を測定するための屋内

測位技術の活用：対象施設の展示を伝えている内

容・手法からいくつかの展示スポットに区分し，

それぞれの展示スポットの滞在時間を記録する．

屋内での位置情報を個人ごとに測定する先行研究

で多く用いられてきた BLE ビーコンを採用した．

施設には BLE ビーコン（発信機）を設置し，来

館者にはタブレット端末（受信機）を貸与して持

ち歩いていただくことで，各展示スポットの滞在

時間のデータを取得する．

2） 各展示での反応・感情を随時記録するためのアプ

リの開発：屋内測位を行うだけでは，来館者の見

学中の反応を記録することができない．先行研究

においては来館者が見学後に事後質問紙で各展示

をふりかえって主観的に評価する例 7）もあるが，

順路後半の展示の影響を受けたり来館者が覚えて

いないなど各展示を見ていた時の反応が正確に記

録できない懸念がある．また，訪問後の行動変容

との関連を分析するためには，個人のデータが識

別できる必要がある．そこで，各展示での反応・

感情を随時タブレット上で来館者が記録するため

の非同期入力を可能とするアプリを開発した．来

館者がそれぞれの展示スポットで記録した頻度を

算出することで定量的に反応・感情を測定する．

3） 行動変容の効果を測定するための追跡調査の実

施：従来の出口調査と異なり，見学直前・見学直

後・見学から 3ヶ月後（追跡）の３回，質問紙調

査を実施する．追跡調査を実施することによって，

伝承館内の調査では得られない行動変容の効果を

測定することが可能となる．

3．気仙沼市東日本大震災遺構・伝承館での試行 

本研究は，2023 年 10 月 19 日から 12 月 15 日までの期

間において気仙沼市東日本大震災遺構・伝承館 8）におい

て提案手法を試行した．同伝承館を対象施設に選定した

のは，先行研究 2）において，2021 年 2 月時点で第三分類

に登録されていた震災伝承施設において防災行動変容へ

の効果が最も高い施設と推定された施設であり，伝えて

いる内容・種類が比較的多い施設であるためである．

施設の展示スポットを 18 スポットに区切り，23 台の

BLE ビーコンを設置することで測定を行う．来館者のう

ち，調査の同意を得られた協力者には，タブレット端末

を貸与し，事前・事後質問紙および見学中の反応・行動

の記録を行っていただく．その後，追跡調査に同意し

ていただいた方には 3 ヶ月後にメールまたは SMS にて

Google Form の URL を送り，質問紙の回答を依頼した

（図 1）．なお，調査は語り部を利用しない主に個人客

（18 歳以上）を対象にして実施することにする．これは，

語り部を利用する団体客であると，語り部の案内によっ

て各展示スポットの滞在時間が決められてしまう懸念が

あるためである．

 本試行では，各展示の反応・感情は以下のように項目

を設定した．まず，亀岡 3）で博物館学習が認知的側面と

情緒的側面の 2 つに大別されたことから，この 2 概念に

ついて操作化を実施した．認知的側面については，未知

の情報に対する認知と既知の情報に対する認知，認知の

しやすさの 3 種類に分割し，それぞれ「意外だ」「共感」

「なにこれ？」（認知不可），「わかりづらい」（認知

しづらい），「わかりやすい」（認知しやすい）という

選択肢を用意した．情緒的側面については，感情と態度

変容の 2種類に分割した．感情については熊本ら 9）が新

聞記事を読んだ人々が感じる印象を記事そのものから抽

出するテキスト印象マイニング手法を開発し抽出した，

コンテンツを見たり聞いたりしたときに人々が感じる印

象である「楽しい↔悲しい」「うれしい↔怒り」「のどか↔

緊迫」の 3 種類を用いた．本研究では，それぞれ「楽し

い」「悲しい」「うれしい」 「イライラ」「緊張」「落

ち着く」とした．その他，震災伝承施設で特に生じうる

感情として「こわい」「驚き」の 2 項目を追加した．態

度変容としては，自身の防災行動変容への意欲の「備え

なきゃ」に加え，渡邉ら 10）で得られた震災伝承施設の分

類軸のひとつである訪問後の行動意欲の「もっと知りた

い」と「他の人に伝えたい」 を用いた．これまでの 14つ
の反応に当てはまらない反応が生じた際のために「その

他」を用意した．

４．結果
BLEビーコンによる屋内測位の精度を検証するために，

本研究ではストップウォッチによる手動測定との精度検

証を4回実施した．各展示スポットごとに見学・通過し 

図 1： M’s Tracking法による調査の手順 

出口：事後質問紙入口：事前質問紙

見学中；滞在時間計測・反応入力

伝承施設訪問時 訪問3ヶ月後

追跡調査
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た滞在時間を BLE ビーコンとストップウォッチの両方で

測定し，ストップウォッチによる測定を真値と仮定して

RMSE を算出した．その結果を，表 1 に示した．各展示

の平均 RMSEは 0分 23秒であった．滞在時間が長時間と

なるシアターや講話室（映像コーナー）を除くと，来館

者の各スポットの平均滞在時間は 2 分 17秒であったこと

から，このまま BLE ビーコンによる各展示スポットの滞

在時間を用いて今後の分析を進めて問題ないと判断した．

語り部ガイドの有無によって滞在時間がどのように変

わるのかを明らかにするために，来館者の滞在時間と語

り部によるツアーの所要時間の分布をそれぞれ図 3 に示

した．来館者の滞在時間分布と語り部によるツアーの所

要時間を示している．来館者の平均滞在時間は 1 時間 4
分 59秒（標準偏差 +1 分 4秒）であるのに対し，語り部

によるツアーの平均所要時間は 1 時間 27 分 59秒（標準

偏差 +3 分 3秒）であった．これは，語り部を伴わない見

学が語り部を伴う見学の約 3 分の 2 の時間で終了するこ

とを示しており，語り部の存在が見学時間を大幅に延長

させることを示している．

滞在時間の差が顕著になる展示スポットを明らかにす

るために，図 4 に展示スポットごとの平均滞在時間を示

した．最も差があったのは，「旧南校舎屋上（来館者平

均滞在時間：5分 24秒），語り部平均案内時間：17:31秒」

であった．語り部を利用しない場合には，屋上の滞在時

間が平均12分8秒も短く，およそ3分の1になっていた．

これは，語り部は屋上から見える風景を使って当時の避

難などについての話をするが，来館者がパネルを見るの

みとなってしまっているためだと考えられる．

図 4 は，来館者が見学中に入力した反応と印象の回数

を示している．最も多かった反応は「驚き」（1,057回）

で，次いで「悲しい」（790回），「怖い」（581回）で

あった．これは「震災の記憶と教訓を伝える『目に見え

る証』として」というキャッチフレーズを掲げる伝承館

が目的通りに来館者に望ましい感情の変化をもたらすこ

とができたことを示している．他方，「他の人に伝えた

い」が 453 回，「もっと知りたい」が 220 回，「備えな

きゃ」が 166 回であった．これは，来館者の行動変容に

つながりうる反応は，上述の感情変化の半分以下にとど

まっていることを示している．

5．おわりに 
本研究は，来館中の反応・行動と行動変容の両方を測

定・分析する手法として，屋内測位技術と複数回の質問

調査を組み合わせる手法（M’s Tracking法）を提案し，気

仙沼市東日本大震災遺構・伝承館にて試行した．その結

果，1）語り部ガイドなし訪問者はガイドありに比べて平

均 27 分も短く滞在しており，主に屋上において滞在時間

が短かったことや， 2）「驚き」「悲しい」などの感情

変化は多く見られたものの，「備えなきゃ」などの行動

変容につながりうる反応は少なかったことが示された．

行動変容への効果や効果的な展示や見学方法を検証す

ることを今後の課題としたい．
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大震災遺構・伝承館の皆様，および東北大学災害科学国

表 1：BLEビーコンによる観測値とストップウォッチによる手動の観測値の誤差 

図 2：調査の手順 

RMSE
[h:mm:ss]手動観測値 [h:mm:ss]ビーコン観測値 [h:mm:ss]

展示スポットID
平均標準偏差平均標準偏差平均

0:00:000:00:410:00:210:00:410:00:21映像前1
0:00:000:00:000:00:000:00:000:00:00シアター2
0:00:110:00:250:00:560:00:230:00:56震災伝承館展示室A「地震・津波の脅威と爪痕Ⅰ」3
0:00:320:00:160:00:450:00:220:01:08旧南校舎1階「破壊された校舎」4
0:00:300:00:090:00:470:00:370:00:521階〜3階の移動5
0:00:250:00:410:01:090:00:230:01:08旧南校舎3階「津波で流されてきた車」6
0:01:090:00:200:00:340:00:550:01:25旧南校舎4階「津波到達地点」7
0:00:220:00:050:00:300:00:050:00:08旧南校舎4階電子機器室・移動経路など8
0:01:160:01:570:04:330:00:540:03:54旧南校舎屋上9
0:00:450:00:090:01:250:00:480:01:48屋上〜外の移動10
0:00:240:00:520:02:580:00:480:02:45遺構屋外「壊れた壁」「折り重なった車」11
0:00:100:00:590:01:440:00:510:01:51旧北校舎「震災前の面影」12
0:00:110:00:190:00:190:00:160:00:08中庭・移動13
0:00:280:01:020:01:540:01:010:02:01伝承館展示室B14
0:00:290:02:370:02:220:02:150:02:27講話室（映像）15

0:00:050:00:570:01:510:00:570:01:48展示コーナー（復興の歩み・海と生きる）・感じたこと伝えたいこ
とコーナー

16

0:00:000:00:000:00:000:00:000:00:00雨天時用通路17
0:00:200:00:280:00:240:00:130:00:11その他・不明18
0:00:000:08:400:22:570:08:400:22:57全体（調査開始〜終了）19
0:00:23平均

来館者滞在時間 語り部案内時間
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図 4：入力された反応・感情の総計
際研究所気仙沼分室の皆様，調査協力者の皆様に記して

感謝申し上げる．
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図 3：展示スポットごとの平均滞在時間と平均案内時間 
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